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【背景・目的】回復期リハビリテーション病棟の目的は日
常生活動作（$'/）を再獲得し、家庭・社会復帰すること
である。この目的を達成するためには、入院早期からの予
後予測が重要であると考えられる。予後予測に関する先行
研究では，転帰先と退院時の移動能力や認知機能との関連
についての報告はみられるが、入院時の機能的自立度評価
法（),0） 細項目から退院時の歩行自立度を予測した報告
は数少ない。そこで本研究では、退院時の歩行自立度と入
院時の「できる」$'/能力との関係について機能的自立度
評価法（),0）を用いて検証を行い、予後予測の一助にな
り得るかを検討した。

【対象】対象は当院の回復期病棟を退院した脳血管障害患
者  名とし、除外基準は入院時の歩行 ),0 得点が ～
点の者、入院期間が 日未満の者、急遽転院した者とし
た。対象者を退院時歩行 ),0 得点により、～ 点を「自
立群」点「見守り群」、～点を「介助群」の 群に分
類した。次に、群間の入院時 ),0細項目の「できる $'/」
の得点を比較した。統計解析には .UXVNDO:DOOLVの +検
定を用い、有意水準は S＜とした。

【結果】対象者の内訳は、介助群 名、見守り群 名、
自立群 名、全体の平均年齢は ±歳であっ
た。表１に示すように、介助見守り群の比較では、浴槽
移乗以外の運動項目と記憶に有意差を認めた（S＜）。
見守り自立群では、整容・排泄コントロール以外の運動
項目と社会的交流・問題解決・記憶に有意差を認めた（S＜
）。なお、各群の ),0得点は介助群、見守り群、自立
群の順に大きくなった。

【考察】先行研究において退院時の歩行能力と退院時の身
体・認知機能の間には関連があることが報告されている。
本研究の結果より、退院時の歩行能力が異なる対象者の間
には、入院時より ),0細項目に有意な差があることが明ら
かとなった。
本研究において有意差を認めた多くの運動項目に影響
する因子として座位保持能力が挙げられる。加えて、移
乗・移動・トイレ動作といった立位姿勢を伴う項目では、
麻痺側・非麻痺側下肢筋力や麻痺側下肢荷重率、立位バラ

ンスなどの下肢機能が影響する。多くの先行研究において、
座位保持能力や下肢機能と歩行との関連が報告されてい
る。そのため、各群の座位保持能力や下肢機能といった身
体能力・機能の違いが、入院時の ),0細項目や退院時の歩
行能力に影響を及ぼしたと考えられた。
認知項目では、介助見守り群の比較では記憶に、見守
り自立群の比較では、社会的交流・問題解決・記憶に有
意差を認めた。千野らは、),0の「記憶」は言語的・視覚
的情報を記憶し再生する能力のことで、記憶障害の中に遂
行障害や学習障害も含んでいる項目としており、),0 の
「問題解決」は合理的で安全にタイミングよく、決断・実
行しているかを評価する項目であると述べている。鬼頭ら
は、認知機能の低下により歩行中の注意散漫や目的地を見
失うなどの問題が生じることを報告し、園田らは、$'/能
力の向上には、動作を習熟する必要があることを述べてい
る。これらの先行研究から、歩行中の周囲の状況把握や目
的地までのコースの選択に問題解決が関与し、動作を習熟
するためには、記憶が関与すると考えられた。

【結論】入院時の ),0細項目は、退院時の歩行能力に関連
があり、入院時 ),0細項目の得点は、退院時の歩行能力を
予測する一つの因子になり得ることが考えられた。
表 ),0 得点の各群間比較における S 値。下線部は
有意な差（S＜）のある項目を示している。
   介助― 見守り 介助―
  見守り ―自立 自立
運動項目 食事   ＜
 整容 ＜  ＜
 清拭   ＜
 上衣更衣 ＜  ＜
 下衣更衣 ＜  ＜
 トイレ動作   ＜
 排尿 ＜  ＜
 排便 ＜  ＜
 ベッド移乗 ＜  ＜
 トイレ移乗 ＜  ＜
 浴槽移乗   ＜
 移動（歩行）   ＜
 階段 ― ― ―
認知項目 理解   ＜
 表出   ＜
 社会的交流   ＜
 問題解決   ＜
  記憶   ＜
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